第943回 生物科学セミナー
日時：　　11月14日（水）　16:40-18:10
演者：　　伊藤　元己　教授 （総合文化研究科）
演題:　 生物多様性情報学の最前線
　近年、地球規模の生物多様性損失が、国際的な環境問題として重大な関心を集めている。しかし、具体的な生物多様性の現状とその評価については情報が少なく、その科学的知見が求められている。複雑な生物多様性の理解とこのような社会的問題の解決を目指し、生物多様性に関する大規模データを解析する生物多様性情報学が発展してきた。本セミナーでは、大規模な生物多様性データを用いて、生物多様性のさまざまな側面についての解析を行う生物多様性情報学の概要と、現在の国際的取り組みについて概説する。また、現在集積されつつある大規模な生物多様性情報を用いた最新の生物多様性情報学の研究成果、特に、生物の分布情報を用いた生態ニッチモデリングおよびDNAバーコーディングを用いた研究成果を中心に紹介する。
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